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委員会報告

委員長　山口雅弘君

先日お尋ねいたしました、スリウォンロータリークラブ田辺

さまのお父様、介護の件ですが、多くの情報をメールやお

電話でいただき感謝申し上げます。ご実家のある袋井ロ

ータリークラブ伊藤さまにも役所へ足を運んでいただき、

ロータリアンの素晴らしさを実感致しました。田辺さまのお

母さまからも、皆様へくれぐれもよろしくお伝えくださいと、

感謝のお言葉をいただきましたので、ご報告させていた

だきます。

ありがとうございました。

臨時理事役員会報告

国際奉仕委員会

　朋友ロータリアンの皆さん、私は若いころ、世

界中を旅したいと思っていました。しかし当時は、

旅を夢見ることしかできず、海外をはるか遠くの

世界のように感じていました。とはいえ、日本で

は誰もがそうするように、私も学校で英語を勉強

しました。最初の教科書の1ページ目に「This is 

a pen」と書かれていたことを今でも覚えていま

す。もう50年も前のことです。それから、世界は

大きく変わり、私はロータリーの会長として、か

つて夢見た以上に世界中を旅しています。 

　初めての場所を訪れると、初めての言葉、人々、

慣習に出合います。私は、行った先々でお目にか

かる方々から学ぼうと全力で努めています。お目

にかかる人から学べることがあるはずだと信じて

いるからです。このように考えると、ロータリー

の青少年交換プログラムの意味がより深く理解で

きると感じます。そして、青少年交換を通して、

ロータリーがいかに素晴らしい贈り物をしている

かがわかります。青少年交換は、数々の心を開か

せ、信頼や心の交流を築きます。また、国や背景

が異なる人々を一つにすることができます。 

　ロータリーの青少年交換プログラムは、40年以

上にわたって充実した活動を継続し、今日、第五

奉仕部門である「新世代奉仕」の一部となってい

ます。若者に力を注ぐことで、ロータリーの未来

と、より平和な世界を築くことができます。青少

年を支援することで、新たな世代にロータリーを

引き継ぐことができます。また、国境や文化の壁

を超えた理解の輪が広がります。私たちは支援の

手を差し伸べることの大切さを教え、ロータリー

の中核となる価値観を伝承することができるでし

ょう。このようにして、私たちは平和の構築を支

援しています。 

　青少年交換は、一つひとつの交換を通して国と

国との間の関係を育み、平和な世界を築くという

ロータリーの世界的使命の本質的な要素を担って

います。

ＲＩ会長のメッセージ

第８回理事役員会報告

開催日　　平成２８年２月５日（金曜日）　　ブケ東海三島

出席義務者　鈴木政則・石井邦夫・矢岸貞夫・中山和雄・

　　　　　　　　　岡良森・加藤正幸・服部光弥・兵藤弘昭・　

　　　　　　　　　内田憲一・石井和郎・杉山順一・米山晴敏

オブザーバー・IM委員会

司会者　　石井邦夫

議題

１・プログラム変更・２月第２週～３月第１週まで・石井委員長

変更無し

２・東北震災復興委員会のパネル展示会について・山田

復興委員長

復興委員会が震災パネル展示会を長泉町と交渉し、長泉

町１Fエントランスにて展示会決定。3月7日～3月11日まで

期間。3月4日１７：００から当所で準備。3月11日１７：００から

撤収。絆シール・パネル製作予算１０万円。承認された。

３・２月２０日IMについて・矢岸委員長

送迎バス・三島駅・田町駅経由運行・三島RC１４名・三島

西13名。参加人数・講演会１８８名・親睦会・１６８名（会員数

２６０名）式典プログラム・前回決定通り。設営等・前回決定

通り。予算等・カメラマンは依頼しない、クラブ会員撮影。

IMの多少の追加予算はクラブが負担する、事後報告する

ことで承認された。

４・春の家族会について・杉山委員長

3月27日（日曜日）韮山散策BBQタイムスケジュール10時

例会・反射炉周辺２世界遺産散策・高原ジュースからミス

高原までウオーキング到着後BBQ。

参加者・全員参加・大人（18歳以上）4,000円・小学生～高

校生2,000円・以下無料・全体予算416,250円・なるべくバス

同乗でお願いする。（三島駅、田町駅、ブケ東海）計画、

予算、共に承認された。

５・浜岡原発見学について・石井幹事

浜岡原発を見学する案が出たが『クラブ事業としての委員

会はどこか、PGは』『原発についての賛否両論あり、目的

提示が難しい』『タイムスケジュールが解らない』『日程、予

算等詳細分からず検討出来ない』。来年度以降の検討とした。

　　　

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

肥満になってしまうのでしょう。それは筋肉の量が急激に衰

えて基礎代謝が低下の様です。ですから筋肉の量を多く

すれば昼間のデスクワークや通勤などの軽い運動はもち

ろんの事、寝ている時のエネルギーの消費量まで相対的

に基礎代謝は増加するのだそうです。例えば、大きなエン

ジンを持つ車と小さなエンジンを持つ車なら、大きなエン

ジンの車は走行中はもちろんアイドリングの時でさえガソリ

ンの消費量が多くなる様に、人間の場合も筋肉を鍛えれ

ば鍛えるほど、寝ていても痩せられる体になるというわけで

す。最近では一見細く見えても内蔵脂肪の多い隠れ肥満

の人もふえています。そんな方々にもウォーキングや水泳

などの運動より、筋肉トレーニングの効果が注目されてい

ます。バーベルなどを使い、１５分位筋肉トレーニングをす

る事で、基礎代謝量が上がり、肉体改善されれば６０歳・７

０歳になってもかなり若々しく元気でいられる事がわかって

きたそうです。私もまず第１に筋肉を付けて体脂肪を減らし、

まだまだ健康で働ける体でいたいと日々頑張っているので

すが、この脂肪がなかなかの曲者で簡単には減らないの

が現実です。皆様はいかがですか。

幹事報告

ゴルフ同好会

会員誕生日

入会記念日

幹事　石井邦夫君

山本良一君：新年度スタートです。新米の山本と加藤幹

事ですので間違いが多々あると思います。よろしくお願い

いたします。

米山晴敏君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

いします。頑張って下さい。

兼子悦三君：今日から山本年度、また、今年は創立25周

年の年でもあり、忙しいと思いますが、頑張って下さい。

片野誠一君：新年度も宜しくお願いいたします。

中村　徹君：山本、加藤年度が始まりました。創立25周年

記念式典に向け、1年間よろしくお願いします。頑張って

下さい。

太田政人君：山本新会長、いよいよスタートしましたね。1

年もたてば今の私の心境になれます。ガンバッテ下さい。

矢岸貞夫君：いよいよ今日から新年度が始まります。山本

会長、加藤幹事、頑張って下さい。会員全員で応援します。

宮澤正昭君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

いします。

石井邦夫君：山本会長、加藤幹事、本日より一年間頑張

って下さい。期待しております。

杉山　隆君：新年度スタートです。1年間よろしくお願いい

たします。

石井和郎君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

い致します。

久保栄子君：山本会長、加藤幹事、皆様、本年度もよろ

しくお願い致します。

服部光弥君：新年度、初心にもどり気持ちを改めがんばり

ます。山本年度こそは赤タスキと念じていましたが・・。や

っぱり青タスキでした。岡さん、小島君、赤がとってもおに

スマイルボックス

２月１９日　中村　徹君
２月２３日　石井司人君
２月１４日　服部光弥君
２月２０日　原　兄多君

　さて今日は、基礎代謝に

ついて触れて見たいと思い

ます。誰しも男性は４２歳、

女性は３３歳の厄年を迎え

る頃から悲しいことに体脂

肪の蓄積が始まり、中年肥

満をおこしやすくなるそうで

す。ではなぜ中年になると

山岡修一君（三島ＲＣ）

千葉慎二君（三島西ＲＣ）

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

今日の料理

内田君、久保君、小島君、杉山（順）君、田中君、宮澤君、

山口（雅）君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２７/３４　　 　　　７９．４１%　　　　３２/３４　　 　　　９４．１２%

２８/３５　　 　　　８０．００%　　　　　　　　  　　　　　３７名

例会変更

三島ＲＣ　　　２月１７日（水）→２月２０日（土）第２分区ＩＭ

三島西ＲＣ　　２月１８日（木）→２月２０日（土）第２分区ＩＭ

伊豆中央ＲＣ　２月１６日（火）→２月２０日（土）第２分区ＩＭ

今日の料理



ロータリー世界各地から

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

親睦委員会 遠藤修弘君

ビジター 窪田　明君（三島西ＲＣ）

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

開催日　　平成２８年１月１５日金曜日　　　　ブケ東海三島

出席義務者　鈴木政則・石井邦夫・矢岸貞夫・中山和雄・

　　　　　　　　　岡良森・加藤正幸・服部光弥・兵藤弘昭・

　　　　　　　　　内田憲一・石井和郎・杉山順一・米山晴敏

オブザーバー　山本ガバナー補佐　土屋事務局　

　　　　　　　　　 矢岸ＩＭ実行委員長

司会者　　石井邦夫

鈴木会長、山本ガバナー補佐挨拶。２月２０日・ＩＭについ

て矢岸実行委員長からのスケジュール説明と役割分担の

説明及び決定事項の承認。

１・配付資料の説明

スケジュール表・ＩＭ式次第・役割分担表・ＩＭ関係資料・   

実行予算案・実行委員会構成表・講師プロフィール。　

２・テーマについて

『コミュニケーション力を高め、仲間を増やそう』が正式テーマ。

３・スケジュール表について

当クラブ会員は９:３０にロビー集合、役割分担確認後、リハ

ーサル。

４・プログラムについて

登録受付　１２：３０～１３；００　全体会議　１３：００～１４：００　　

記念講演　１４：１０～１５：１０　懇親会　　１５：２０～１７；００　　

５・予算について

収入　２６０名　　1,500,000

支出　　　　　　　1,500,000

６・その他　　　

ＩＭ実行委員会作成のスケジュール案、予算案、役割分担

案等全て承認。細かな点、変更及びＩＭ成功に必要事項

は矢岸ＩＭ実行委員長とＩＭ委員会に一任することが承認

された。

第７回理事役員会報告

　　　　　

山口雅弘君

出席委員会

１，出席はロータリーの基本であります。会員の皆様がロー

タリー活動に参加し楽しいロータリーを過ごして頂くために

出席委員会として支援していきたいと思います。　　

２，本年度の会長事業方針に沿った、会員のロータリー活

動の参加状況を把握し、例会において報告する。　　　　　

３，特に新会員の皆様に活動に参加しロータリーを理解し

ていただくために支援していきたいと思います。

　広報委員会の役割は、クラブの活動や奉仕活動を一

般の方々に知っていただくことです。その手段として、新

聞やテレビといったマス媒体を利用したいと思います。結

果として会員増強につながればよいと思います。

　週報、ＨＰについては予算内で充実を図っていきたいと

思います。

委員長　米山晴敏君広報委員会

委員長　石井和郎君プログラム委員会

　今年度はIM開催にあたり、プログラム変更の可能性が

生じて来ます。各種報告、卓話等、日時の変更がありま

したら早めにご連絡ください。

　皆様方のご協力をお願いいたします。

中村　徹君：今年で満７３歳になります。既に絶滅危惧種であり

ます、産科診療所の院長を３０年以上続けていますが、それで

も昨年も３００近いお産を取り上げ、今年に入ってからも１か月半

で３０以上、今朝も３時間前に出産に立ち会っています。その

頑張りは皆さん、なんだと思いますか。それはひとえに、毎週こ

のクラブの例会に出席し、会長はじめ、先輩ロータリアン、毎

週受付をしている若い会員からいただく、笑顔や挨拶以外考

えられません。健康である限り、生涯現役で更にはせせらぎ三

島のロータリアンでありたいと願っています。これからもよろしく

お願いいたします。

米山晴敏君：ゴルフで久し振りに良いスコアが出ましたのでス

マイルします。

原　兄多君：先日ご案内した講演会が今日行われます。再度

皆様のテーブルに置かせていただきました。私が司会をつとめ

ます。是非お越しください。

仲原実圭君：すみません！早退させていただきます。

兵藤弘昭君：マイナス金利のため世間ではお金を預けると金

利がとられる時代になりました。私の業界では今年４月以降日

本円建ての積立保険が運用できず販売停止の方向です。世

の中変わりましたね。

スマイルボックス

ロータリー財団セミナー報告

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

2011年から内戦が続くシリアでは、毎日6,000人以上が国外

に逃れています。9月現在で登録された難民数は410万人以

上に上り、760万人以上が国内で避難生活を強いられていま

す。現在の世界の難民数は「過去最悪」であると、国連は報

告しています。

「シリア難民の苦境により、今、世界の"思いやり"が試されて

いる」と話すのは、国際ロータリーのジョン・ヒューコ事務総長

です。「世界中のロータリー会員は、シリアや世界各地での

難民問題に深く心を痛めています。私たちは、避難を強いら

れた人びとの苦しみと不安を和らげるために、行動を起こす

よう会員に呼びかけています。ロータリー会員は、職業スキル

と知識、そして各地域リーダーとの人脈を駆使して、地元の

人びとを結集させ、この人道的危機に取り組むことができます」

支援の一つの方法として、ロータリーのパートナーである非営

利団体、シェルターボックスによる災害救援活動への寄付も

行われています。シェルターボックスはこれまで4年近くにわ

たり、国連難民高等弁務官事務所と協力してシリア難民に

救援物資を提供してきました。また、欧州へと移動する際に

ギリシャとトルコを通過する難民のために、仮設住居と生活

物資の提供も行っています。多くのシリア難民が、命の危険

を冒して海を渡り、ギリシャへとやってきます。

ヒューコ事務総長はこう語ります。「何百万という難民の支援

に力を注いでいるロータリークラブと会員の皆さまに心から感

謝しています。難民生活を強いられたすべての方々には、深

い同情を感じています」

ロータリーとシェルターボックスがシリア難民を支援

「医・農・食・楽からの提言」

卓話

忙しい人

『忙しい人』は、忙しいと周りに言えば「カッコイイ、頑張っ

ている」と他人が評価してくれると思っている。

『忙しい人』は、終了時間への認識が甘い。

『忙しい人』は、納期意識がギリギリ。（納期寸前で作業に

とりかかるので、その仕事のみに集中してしまう為に効率

が悪い）

『忙しい人』は、せっかくスケジュールを作っても、緊急事態・

トラブルで乱れっぱなし。

『忙しい人』は、いきなり仕事にとりかかり、仕事完了に近く

なった時点で「仕事の目的と最終完成物」を考える。

『忙しい人』は、「プライベートの時間を、とれたらいいな」

的にしか考えていない。

『忙しい人』は、相手の期待よりちょっと低い仕事を行い、

手直しで時間をとられる。その為に誉められる事も少なく、

モチベーションもあがらない。

『忙しい人』は、ホントはやらなくてよい仕事をたくさん抱え

ている。断るということが苦手

『忙しい人』は、仕事にとりかかって、段取りを考える。

『忙しい人』は、根回しがヘタ。仕事が完成した後に、関

係者から異議が出てトラブルシューティングに奔走する。

『忙しい人』の優先順位は、納期期限が中心。納期が迫

っているモノが優先順位が高い仕事になっている

『忙しい人』は、集中できる環境を作る事が出来ない。電

話や誰かが話しかけてきて作業の邪魔をする為に、同じ

ことを何度も考えないといけない。

『忙しい人』は、携帯電話にかける数より、かかってくる本

数が多い。

『忙しい人』は、自分が他人に頼んだ事を忘れている。頼

んだ相手も、頼まれた仕事を忘れており、それがトラブル

を生み出す。

『忙しい人』は、他人に仕事を頼むのがヘタ。依頼する際

の打合せがヘタな為に、完成物を自分で手直しするのに

時間がとられる。

『忙しい人』は、学習する時間をとれていない。

『忙しい人』は、同じような仕事でも、イチイチ考えながら

仕事をしている。

『忙しい人』は、運動などにも時間がとれなかったり、睡眠

不足で仕事をしてしまう。時には徹夜も。その為体調不良

をおこしたり、身体に無理して仕事をしてしまう。それが原

因のミスも生まれたりしてしまう。

『忙しい人』は、「忙しい状態」を甘んじて受け入れてしま

っている。

仕事ができる人

『仕事ができる人』は、「忙しい」と周りに言うことは「無能の

証明」だと思っている。

『仕事ができる人』は、絶対にここまでに終わらせるという

スケジュール意識が強い。

『仕事ができる人』は、前倒し。（納期より随分前から作業

にとりかかるので、２つ以上の仕事を同時並行処理したり

する効率の良い仕事の仕方ができる。）

『仕事ができる人』は、緊急事態・トラブルでスケジュール

が乱される事がほとんどない。

『仕事ができる人』は、仕事の始めに「仕事の目的と最終

完成物」を明確にして仕事にとりかかる。

『仕事ができる人』は、「プライベートの時間を絶対に取る」

今日の料理

『忙しい人』と『仕事ができる人』

第８回理事役員会報告

開催日　　平成２８年２月５日（金曜日）　　ブケ東海三島

出席義務者　鈴木政則・石井邦夫・矢岸貞夫・中山和雄・

　　　　　　　　　岡良森・加藤正幸・服部光弥・兵藤弘昭・　

　　　　　　　　　内田憲一・石井和郎・杉山順一・米山晴敏

オブザーバー・IM委員会

司会者　　石井邦夫

議題

１・プログラム変更・２月第２週～３月第１週まで・石井委員長

変更無し

２・東北震災復興委員会のパネル展示会について・山田

復興委員長

復興委員会が震災パネル展示会を長泉町と交渉し、長泉

町１Fエントランスにて展示会決定。3月7日～3月11日まで

期間。3月4日１７：００から当所で準備。3月11日１７：００から

撤収。絆シール・パネル製作予算１０万円。承認された。

３・２月２０日IMについて・矢岸委員長

送迎バス・三島駅・田町駅経由運行・三島RC１４名・三島

西13名。参加人数・講演会１８８名・親睦会・１６８名（会員数

２６０名）式典プログラム・前回決定通り。設営等・前回決定

通り。予算等・カメラマンは依頼しない、クラブ会員撮影。

IMの多少の追加予算はクラブが負担する、事後報告する

ことで承認された。

４・春の家族会について・杉山委員長

3月27日（日曜日）韮山散策BBQタイムスケジュール10時

例会・反射炉周辺２世界遺産散策・高原ジュースからミス

高原までウオーキング到着後BBQ。

参加者・全員参加・大人（18歳以上）4,000円・小学生～高

校生2,000円・以下無料・全体予算416,250円・なるべくバス

同乗でお願いする。（三島駅、田町駅、ブケ東海）計画、

予算、共に承認された。

５・浜岡原発見学について・石井幹事

浜岡原発を見学する案が出たが『クラブ事業としての委員

会はどこか、PGは』『原発についての賛否両論あり、目的

提示が難しい』『タイムスケジュールが解らない』『日程、予

算等詳細分からず検討出来ない』。来年度以降の検討とした。

　　　


